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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 18,735 4.4 1,716 16.3 1,697 14.6 1,071 4.4

2021年３月期 17,940 △3.0 1,475 △2.2 1,481 △3.2 1,026 1.8
(注) 包括利益 2022年３月期 1,099百万円( 17.1％) 2021年３月期 939百万円( △9.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 136.15 134.73 7.8 9.2 9.2

2021年３月期 128.18 126.86 7.9 8.4 8.2
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 1百万円 2021年３月期 0百万円
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 19,283 14,510 73.8 1,806.23

2021年３月期 17,722 13,617 75.2 1,695.30
(参考) 自己資本 2022年３月期 14,223百万円 2021年３月期 13,335百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 1,317 △833 △523 2,335

2021年３月期 924 △172 △644 2,355

　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 ― 0.00 ― 26.00 26.00 204 20.3 1.6

2022年３月期 ― 0.00 ― 28.00 28.00 220 20.6 1.6

2023年３月期(予想) ― 0.00 ― 29.00 29.00 21.8

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,100 7.3 710 △5.4 690 △7.8 480 △8.0 60.95

通 期 19,500 4.1 1,600 △6.8 1,560 △8.1 1,050 △2.0 133.34

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 -社 (社名) 、除外 -社 (社名)
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料12ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項
(会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 8,745,408株 2021年３月期 8,745,408株

② 期末自己株式数 2022年３月期 870,543株 2021年３月期 879,043株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 7,872,032株 2021年３月期 8,011,533株
　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、【添付資料】４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くださ
い。
　２．当社は2022年５月27日に機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催する予定であります。この決算説明
会で配布予定の資料につきましては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定であります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の新型コロナウイルス感染症拡大防止策の一環となるワクチン接種

が進み、行動制限が緩和され、景気持ち直しの動きがみられる一方、雇用・所得情勢や設備投資等が弱含みで推移

していることに加え、変異株による感染拡大の懸念もあり、依然として、先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループが関連する建設市場におきましては、インフラ整備を中心とした一定水準の需要に支えられ、徐々

に安定化傾向が見られるものの、感染症拡大防止策に伴う経済活動の停滞長期化、設備投資抑制の影響に加え、鋼

材価格の上昇が続いており、動向に注視が必要な状況となっております。

このような状況のなか、当社グループにおきましては、今年度よりスタートした「S.T.G Vision2023」“私たち

は、独自の技術とサービスに磨きをかけ、安全・安心の価値を追究して、社会に役立つ集団となります”（最終年

度2024年３月期）のもと、「人財育成」、「全体最適化」、「新事業創出」をはじめとした経営課題への取組みを

通じて、企業価値の向上に努めてまいりました。

この結果、当連結会計年度の売上高は18,735百万円（前連結会計年度比4.4％増）、営業利益1,716百万円（同

16.3％増）、経常利益1,697百万円（同14.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は1,071百万円（同4.4％増）

となりました。

各セグメントの経営成績は、以下のとおりであります。

①ファスニング事業

当社の主力製品であるあと施工アンカーの販売は、インフラ土木向けの製品が好調であったほか、一部製品の

販売価格の改定が進んだことにより順調に推移いたしました。また、ドリル製品やファスナー製品の販売も増加

いたしました。一方で、完成工事高は減少いたしましたが、総じて堅調な推移となりました。

この結果、当セグメントの売上高は14,201百万円（前年同期比4.5％増）、セグメント利益は2,022百万円（同

14.8％増）となりました。

②機能材事業

電動油圧工具関連の販売は、国内においては減少いたしましたが、海外販売が回復したことで前年とほぼ同水

準で推移いたしました。また、電子基板関連、FRPシート関連及びアルコール検知器関連の販売が増加した一方、

包装・物流機器関連の販売は前年並みに推移いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は4,533百万円（同4.2％増）、セグメント利益は547百万円（同3.9％増）と

なりました。

（２）当期の財政状態の概況

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動のための資金確保及び健全なバランスシートの維持を念頭に財

務の運営にあたっております。

当期末の総資産は、前期末比1,561百万円（8.8％）増加し、19,283百万円となりました。

流動資産は同852百万円（7.8％）増加の11,805百万円、固定資産は同709百万円（10.5％）増加の7,478百万円と

なりました。増加の主な要因は、受取手形の増加が108百万円、契約資産の増加が559百万円、原材料及び貯蔵品の

増加が222百万円、土地の増加が439百万円、建設仮勘定の増加が367百万円となった一方、投資不動産の減少が204

百万円となったことによるものであります。

当期末の負債の合計は、前期末比668百万円（16.3％）増加の4,773百万円となりました。流動負債は同557百万円

（22.5％）増加の3,035百万円、固定負債は同111百万円（6.8％）増加の1,737百万円となりました。増加の主な要

因は、支払手形及び買掛金の増加が476百万円となったことによるものであります。

当期末の純資産は、14,510百万円となり、前期末に比較して892百万円（6.6％）の増加となりました。増加の主

な要因は、利益剰余金の増加が860百万円となったことによるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度と比較して20百万円

（0.9％）減少し、当連結会計年度末には2,335百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、1,317百万円（前連結会計年度は924百万円の増加）となりました。これは主とし

て税金等調整前当期純利益1,566百万円に加え、減価償却費が299百万円、仕入債務の増加額が373百万円、固定資産

売却損益が119百万円となった一方、売上債権の増加額が651百万円、棚卸資産の増加額が243百万円、法人税等の支

払額が442百万円となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、833百万円（前連結会計年度は172百万円の減少）となりました。これは主として

有形固定資産の取得による支出が1,182百万円となった一方、有形固定資産の売却による収入が151百万円、投資不

動産の売却による収入が207百万円となったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、523百万円（前連結会計年度は644百万円の減少）となりました。これは主として

短期借入金の減少額が130百万円、長期借入金の返済による支出が428百万円、配当金の支払額が204百万円となった

一方、長期借入れによる収入が250百万円となったことによるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率（％） 71.9 75.2 72.5 75.2 73.8

時価ベースの自己資本比率
（％）

72.5 56.0 41.7 41.8 39.7

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

1.1 0.2 0.6 0.7 0.5

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

208.5 808.7 456.6 332.0 1,058.6

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

ております。
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（４）今後の見通し

今後の経済見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響やエネルギーの高騰、さらには国際情勢の

急変等により、国内外の経済は予断を許さない状況が続くものと予想され、これに伴う設備投資の減少や個人消費

の低迷などから景気後退が懸念される状況となっております。

　建設業界におきましては、政府の国土強靭化計画等に基づく公共投資は堅調に推移することが予想されますが、

民間設備投資には一部慎重な動きも見られます。また、建設技能労働者の不足や、工事材料費・労務費の高止まり

などの、厳しい経営環境も続くものと予想されます。このような業界動向を踏まえ、当社グループにおきましては、

“人のお役に立つために、創造提案型企業を目指す”という基本方針のもと、引き続き、顧客価値の最大化を目指

してまいります。

　2022年３月期よりスタートした「S.T.G Vision2023」“私たちは、独自の技術とサービスに磨きをかけ、安全・

安心の価値を追究して、社会に役立つ集団となります”（最終年度2024年３月期）のもと、「人財育成」、「全体

最適化」、「新事業創出」をはじめとした経営課題への取組みを通じて、企業価値の向上に努めてまいります。

　以上のことから、次期（2023年３月期）の連結業績につきましては、売上高19,500百万円、 営業利益1,600百万

円、経常利益1,560百万円、親会社株主に帰属する当期純利益1,050百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グル―プは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国

際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 2,416,028 2,428,163
受取手形及び売掛金 3,889,394 -
受取手形 - 1,225,933
売掛金 - 2,840,603
契約資産 - 559,186
商品及び製品 2,644,370 2,632,436
仕掛品 685,181 778,000
未成工事支出金 51,491 34,957
原材料及び貯蔵品 881,382 1,103,655
未収入金 128,359 51,964
その他 256,964 153,208
貸倒引当金 △146 △3,045
流動資産合計 10,953,026 11,805,065

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物 4,775,344 5,126,934
減価償却累計額 △3,279,970 △3,605,440
建物及び構築物（純額） 1,495,374 1,521,494

機械装置及び運搬具 3,864,789 3,707,422
減価償却累計額 △3,452,096 △3,348,819
機械装置及び運搬具（純額） 412,693 358,602

工具、器具及び備品 724,134 739,710
減価償却累計額 △622,263 △635,189
工具、器具及び備品（純額） 101,871 104,520

土地 3,424,474 3,863,883
リース資産 56,781 56,781

減価償却累計額 △51,237 △56,781
リース資産（純額） 5,544 0

建設仮勘定 32,390 399,681
有形固定資産合計 5,472,348 6,248,182

無形固定資産
ソフトウエア 18,157 93,365
ソフトウエア仮勘定 58,759 15,195
のれん 19,336 41,117
その他 18,471 19,216
無形固定資産合計 114,725 168,894

投資その他の資産
投資有価証券 247,994 297,874
長期貸付金 22,429 16,165
繰延税金資産 354,423 392,306
投資不動産 441,573 171,740

減価償却累計額 △124,014 △58,287
投資不動産（純額） 317,559 113,452

その他 240,312 251,736
貸倒引当金 △625 △10,283
投資その他の資産合計 1,182,094 1,061,254

固定資産合計 6,769,168 7,478,330
資産合計 17,722,195 19,283,396
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部
流動負債

支払手形及び買掛金 1,127,349 1,603,521
短期借入金 230,000 130,188
１年内返済予定の長期借入金 133,756 166,404
未払法人税等 231,510 311,528
賞与引当金 125,269 122,688
その他 630,420 701,554
流動負債合計 2,478,305 3,035,884

固定負債
長期借入金 310,445 379,041
役員退職慰労引当金 16,704 19,700
退職給付に係る負債 1,129,474 1,116,583
繰延税金負債 129,371 154,204
その他 40,206 67,875
固定負債合計 1,626,200 1,737,404

負債合計 4,104,505 4,773,289
純資産の部

株主資本
資本金 768,590 768,590
資本剰余金 584,896 587,647
利益剰余金 12,262,558 13,123,223
自己株式 △521,612 △516,568
株主資本合計 13,094,433 13,962,893

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金 31,766 23,398
繰延ヘッジ損益 11,979 -
為替換算調整勘定 207,764 237,499
退職給付に係る調整累計額 △10,124 -
その他の包括利益累計額合計 241,386 260,898

新株予約権 57,538 57,538
非支配株主持分 224,330 228,777

純資産合計 13,617,689 14,510,106
負債純資産合計 17,722,195 19,283,396
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 17,940,626 18,735,490

売上原価 12,578,795 12,966,637

売上総利益 5,361,830 5,768,853

販売費及び一般管理費

運賃 363,270 378,845

貸倒引当金繰入額 △503 12,398

役員報酬 180,390 176,294

給料及び手当 1,421,495 1,443,127

賞与 271,099 355,850

賞与引当金繰入額 84,711 84,271

退職給付費用 72,661 70,496

役員退職慰労引当金繰入額 2,984 2,996

法定福利費 277,428 295,286

減価償却費 122,623 120,367

その他 1,090,126 1,112,516

販売費及び一般管理費合計 3,886,288 4,052,451

営業利益 1,475,542 1,716,401

営業外収益

受取利息 1,141 1,067

受取配当金 3,196 7,188

仕入割引 31,761 30,499

投資不動産賃貸料 11,221 10,758

持分法による投資利益 651 1,370

為替差益 58,184 8,377

その他 36,216 37,741

営業外収益合計 142,374 97,003

営業外費用

支払利息 2,885 1,611

売上割引 118,657 96,994

その他 14,965 17,493

営業外費用合計 136,508 116,099

経常利益 1,481,407 1,697,305

特別利益

固定資産売却益 39,319 7,709

投資有価証券売却益 - 279

特別利益合計 39,319 7,989

特別損失

固定資産売却損 - 126,975

固定資産除却損 1,958 10,482

役員退職慰労金 3,300 1,200

特別損失合計 5,258 138,657

税金等調整前当期純利益 1,515,468 1,566,636

法人税、住民税及び事業税 455,381 522,338

法人税等調整額 23,022 △34,043

法人税等合計 478,404 488,295

当期純利益 1,037,064 1,078,341

非支配株主に帰属する当期純利益 10,154 6,535

親会社株主に帰属する当期純利益 1,026,910 1,071,805
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純利益 1,037,064 1,078,341

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 21,646 △8,368

繰延ヘッジ損益 △28,504 △11,979

為替換算調整勘定 △79,162 29,302

退職給付に係る調整額 △11,981 11,981

その他の包括利益合計 △98,001 20,935

包括利益 939,062 1,099,276

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 942,774 1,091,317

非支配株主に係る包括利益 △3,711 7,958
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本

合計

当期首残高 768,590 581,208 11,445,725 △326,872 12,468,651

当期変動額

剰余金の配当 △210,076 △210,076

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,026,910 1,026,910

自己株式の取得 △198,913 △198,913

自己株式の処分 3,687 4,174 7,862

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 - 3,687 816,833 △194,739 625,782

当期末残高 768,590 584,896 12,262,558 △521,612 13,094,433

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 10,127 40,483 274,910 - 325,521 57,538 234,661 13,086,372

当期変動額

剰余金の配当 △210,076

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,026,910

自己株式の取得 △198,913

自己株式の処分 7,862

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

21,639 △28,504 △67,146 △10,124 △84,135 - △10,330 △94,465

当期変動額合計 21,639 △28,504 △67,146 △10,124 △84,135 - △10,330 531,316

当期末残高 31,766 11,979 207,764 △10,124 241,386 57,538 224,330 13,617,689
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本

合計

当期首残高 768,590 584,896 12,262,558 △521,612 13,094,433

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△6,615 △6,615

会計方針の変更を反映

した当期首残高
768,590 584,896 12,255,943 △521,612 13,087,818

当期変動額

剰余金の配当 △204,525 △204,525

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,071,805 1,071,805

自己株式の処分 2,750 5,043 7,794

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 - 2,750 867,280 5,043 875,074

当期末残高 768,590 587,647 13,123,223 △516,568 13,962,893

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 31,766 11,979 207,764 △10,124 241,386 57,538 224,330 13,617,689

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△6,615

会計方針の変更を反映

した当期首残高
31,766 11,979 207,764 △10,124 241,386 57,538 224,330 13,611,073

当期変動額

剰余金の配当 △204,525

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,071,805

自己株式の処分 7,794

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△8,368 △11,979 29,735 10,124 19,511 - 4,446 23,958

当期変動額合計 △8,368 △11,979 29,735 10,124 19,511 - 4,446 899,033

当期末残高 23,398 - 237,499 - 260,898 57,538 228,777 14,510,106

　



サンコーテクノ株式会社(3435) 2022年３月期 決算短信

－11－

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,515,468 1,566,636

減価償却費 326,882 299,446

のれん償却額 5,949 9,030

持分法による投資損益（△は益） △651 △1,370

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △25,686 2,160

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,639 2,996

賞与引当金の増減額（△は減少） △502 △2,580

貸倒引当金の増減額（△は減少） △789 12,013

受取利息及び受取配当金 △4,338 △8,255

支払利息 2,885 1,611

固定資産売却損益（△は益） △39,319 119,265

固定資産除却損 360 8,982

売上債権の増減額（△は増加） △187,323 △651,117

棚卸資産の増減額（△は増加） 30,427 △243,346

仕入債務の増減額（△は減少） △98,423 373,542

その他 △70,237 264,328

小計 1,456,341 1,753,343

利息及び配当金の受取額 4,377 8,261

利息の支払額 △2,785 △1,245

法人税等の支払額 △533,344 △442,362

営業活動によるキャッシュ・フロー 924,589 1,317,997

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △58,413 △86,760

定期預金の払戻による収入 83,113 62,772

有形固定資産の取得による支出 △174,726 △1,182,440

有形固定資産の売却による収入 39,665 151,702

無形固定資産の取得による支出 △62,476 △46,090

投資不動産の売却による収入 - 207,749

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

- 64,082

貸付けによる支出 △1,098 -

貸付金の回収による収入 7,422 7,453

その他の支出 △8,302 △13,584

その他の収入 2,536 1,248

投資活動によるキャッシュ・フロー △172,280 △833,866

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △50,000 △130,000

長期借入れによる収入 - 250,000

長期借入金の返済による支出 △171,510 △428,702

自己株式の取得による支出 △198,913 -

配当金の支払額 △209,991 △204,104

非支配株主への配当金の支払額 △6,618 △3,512

その他 △7,840 △7,034

財務活動によるキャッシュ・フロー △644,874 △523,353

現金及び現金同等物に係る換算差額 53,226 18,706

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 160,660 △20,516

現金及び現金同等物の期首残高 2,195,242 2,355,902

現金及び現金同等物の期末残高 2,355,902 2,335,386
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準に関する会計基準の適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の

販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、

出荷時に収益を認識しております。

また、工事契約に関して、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、

その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわた

り収益を認識する方法に変更しております。

また、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約

については、代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収

益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生し

た工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。また、収益認識会計基準第86項ま

た書き（1）に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約

変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金

に加減しております。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた 「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」、「売掛金」及び「契約資産」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計

基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行ってお

りません。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の売上高は20百万円増加し、売上原価

は17百万円増加しております。なお、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響は軽微でありま

す。また、当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本変動計算書の利

益剰余金の期首残高は6百万円減少しております。

１株当たり情報に与える影響額は当該箇所に記載しております。

(時価の算定に関する会計基準等)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基

準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計

方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行っているものであります。

当社グループは、主要事業であるファスニングに関連する機能毎の本部とファスニング以外の事業を行う機能材

の本部を置き、各本部は、取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。

したがって、当社グループは本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「ファスニ

ング事業」、「機能材事業」の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠し

た方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

（会計方針の変更）に記載のとおり、当連結会計年度に係る連結財務諸表から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「機能材事業」の売上高が20百万円増加しておりますが、

セグメント利益への影響は軽微であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
連結財務諸表

計上額ファスニング
事業

機能材事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 13,588,213 4,352,412 17,940,626 - 17,940,626

セグメント間の内部
売上高又は振替高

74,366 227,981 302,348 △302,348 -

計 13,662,580 4,580,394 18,242,974 △302,348 17,940,626

セグメント利益 1,761,332 526,573 2,287,906 △812,364 1,475,542

その他の項目

減価償却費 215,048 75,166 290,214 36,668 326,882

（注）１.セグメント利益の調整額△812,364千円には、セグメント間取引消去19,173千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△831,537千円が含まれております。

２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.資産については、報告セグメントに配分しておりません。

４.減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。
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当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結財務諸表
計上額ファスニング

事業
機能材事業 合計

売上高

一時点で移転される財及び
サービス

12,118,471 4,533,968 16,652,440 - 16,652,440

一定の期間にわたり移転さ
れる財及びサービス

2,083,049 - 2,083,049 - 2,083,049

顧客との契約から生じる
　収益

14,201,521 4,533,968 18,735,490 - 18,735,490

外部顧客への売上高 14,201,521 4,533,968 18,735,490 - 18,735,490

セグメント間の内部売上高
又は振替高

98,838 300,812 399,651 △399,651 -

計 14,300,360 4,834,781 19,135,141 △399,651 18,735,490

セグメント利益 2,022,683 547,125 2,569,809 △853,407 1,716,401

その他の項目

減価償却費 188,457 71,385 259,842 39,604 299,446

（注）１.セグメント利益の調整額△853,407千円には、セグメント間取引消去13,554千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△866,962千円が含まれております。

２.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.資産については、報告セグメントに配分しておりません。

４.減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
全社・消去 合計

ファスニング事業 機能材事業 合計

当期償却額 - 5,949 5,949 - 5,949

当期末残高 - 19,336 19,336 - 19,336

当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
全社・消去 合計

ファスニング事業 機能材事業 合計

当期償却額 3,081 5,949 9,030 - 9,030

当期末残高 27,730 13,386 41,117 - 41,117
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎、１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 1,695.30円 1,806.23円

(算定上の基礎)

純資産の部の合計額(千円) 13,617,689 14,510,106

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 281,869 286,315

(うち新株予約権(千円)) (57,538) (57,538)

(うち非支配株主持分(千円)) (224,330) (228,777)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 13,335,820 14,223,791

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末
の普通株式の数(株)

7,866,365 7,874,865

項目
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益金額 128.18円 136.15円

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,026,910 1,071,805

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

1,026,910 1,071,805

期中平均株式数(株) 8,011,533 7,872,032

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 126.86 134.73

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益調整額
(千円)

- -

普通株式増加数(株) 83,009 83,009

(うち新株予約権(株)) (83,009) (83,009)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額の算定に含まれな
かった潜在株式の概要

- -

（注）（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（2020年３月31日）等を適用しており

ます。この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１

株当たり当期純利益金額はそれぞれ84銭、84銭及び83銭減少しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


